
                      

  

 

      

    

    

 

       

 

  

                                                                                         

  

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プール専用使用コース 

プール専用使用コース

数 

交流センター 

日 曜日 10～12 時 13～15 時 会議室関連 

１ 金   12 月分先着予約開始 

２ 土  ２コース  

３ 日 

 

 

   

４ 月  ２コース  

５ 火 休  館  日 

６ 水 ２コース   

７ 木  ２コース  

８ 金 のため入

場不可 

  

９ 土  ２コース  

10 日    

11 月  ２コース  

12 火  ２コース  

13 水 

 

 

２コース   

14 木  

 

２コース 

 

 

 

 15   金                     

16 土  ２コース  

17 日    

18 月   ２コース  

19 火 休  館  日  

２コース 

 

20 水  ２コース  １月分抽選結果発表  

21 木     ２コース   

22 金    

23  土 

 

 ２コース 

 

 

24 日    

25 月  
２コース 

（～15:40） 
   

 

26 火  ２コース    

27 水 ２コース   

28 木  ２コース  

29 金   

 

 

30 土  ２コース 

  

 

12/1 日  

換水清掃のため休業 

12／１～６  

  

  

１月分先着予約開始 

２ 月  

 ３ 火  

４ 水  

   

発行：市民交流センター Vol.41（平成 25 年 10 月 20 日） 

〒249-0006 神奈川県逗子市逗子 4-2-11 

TEL  046-872-3001 

FAX 046-872-3003 

    kouryu@city.zushi.kanagawa.jp 

 

 

※開館時間は、９:00～21:00 

総合窓口受付 ～20:00／プール入場 ～20:30 

 

開設日・時間：月曜日～金曜日 ９時～17 時 

（交流センター休館日・祝日は除く） 

連絡先: 電話 ０４６－８７３－８０３７ 

FAX ０４６－８７２－２５１９ 

Ｅメール vc@zushi-shakyo.com 

 

 

 

毎年５月と 11 月、亀岡八幡宮の境内で開催されている

「逗子コミュニティパーク」。３年前に初めて見たとき

は、感激しました。爽やかな木漏れ日の中、プロの音楽

家によるオペラや楽器演奏、大きな木のテーブルで楽し

むこだわりの料理やグラスワイン。ヨーロッパの街角の

広場をイメージしてデザインされた、とてもおしゃれで

居心地のいい空間に、たくさんの人の笑顔がありました。 

その後、だんだんわかってきたのですが、こういう楽

しみ方、“文化”こそが、“逗子らしさ”なのではないか

という気がします。決して派手ではなく、規模もそんな

に大きくはないけれど、ふつうの市民が集い、皆の手作

りで上質なものを大事に育てていく。逗子の 

魅力は、ハードではなくソフトであり、それ 

を支える「人」なのだと思います。 

 10 年にわたってコミュニティパーク運営の 

中心となってきたのは、望月 浩さん。東京の会社に勤

める 50 代の会社員ですが、週末は奥さまの恵りこさんと

共に逗子のまちづくりに関わっていらっしゃいました。

ところがこの秋、望月さんの大阪転勤が決まり、逗子を

離れることに。望月さんが抜けるのは寂しいですが、こ

れまで相方として頑張ってきた石井達郎さんと若手の岡

田謙一郎さんが後を継いでくださるようです。 

 こんどのコミュニティパークは、11月２日・３日。晴

れるといいですね。 

 
市民協働コーディネーター 木下理仁

きのしたよしひと

 

・ 専用使用がある時間帯は３コースのみの

使用となります。 

・ 小学校３年生以下は、保護者などの付添

が必要です（付添 1人につき２人まで）。 

アートフェスティバル
実行委員会 

委員長 渡邉 忠貴 
 

当
選
確
定
手
続
期
間 

９月 27 日から始まった逗子アートフェスティバル 2013 は、

逗子市民が中心となって若いアーティストによる斬新な企画

と 60 年の伝統を誇る文化祭を融合させ、さらに市民独自の

企画で味付けした芸術祭です。 

今年は、「はじめよう芸術祭」と銘打って来年の市制 60 周

年の記念行事につなげるアートのイベントを逗子市内のいた

るところで繰り広げます。文字通りまちなかアートです。 

先祖代々受け継がれたハイセンスの雰囲気を誇る逗子の

まち、豊かな自然と文化の香りの漂うこの逗子のまちなか

で、このアートフェスティバルを通じて、市民の皆さんが、世

代を超え、「文化」というキーワードを合言葉に、お互い分か

ち合い、その体験や思いを受け継ぐことによって地域の活性

化につながってくれることを期待しています。 

ふと、どこからともなく聞こえてくる心地よい調べや、広場

で目にするダンスイベント、人だかりの中心にともされた光の

アート、逗子海岸を使った芸術祭などは、皆さんに感動だけ

でなく勇気と希望を与えてくれるでしょう。 

そして逗子市は、文化振興条例を 

制定し、文化の担い手である市民 

を中心とした豊かなまちづくりの後 

押しをしています。 

今や、フェスティバルも真っ盛り、 

普段着でアートを楽しむことを合い 

言葉に、様々なアーティストが競う 

この秋のイベントに是非、皆さん、 

足をお運びください。 

 

１
月
分
抽
選
申
込
受
付
期
間 

10 月 13 日、介護老人福祉施設逗子ホームせせらぎで

開催された「秋のせせらぎまつり」では、利用者の移動

介助に「車イスの会」、屋台ブースには「若宮会」「楽食

会」「逗子災害ボランティアネットワーク」、女川町のさ

んまコーナーには「逗子災害ボラバスターズ」、他にも民

生委員児童委員さんや、たくさんの個人ボランティアの

方が活躍してくださいました。 

屋台ブースの皆さんは、普段の活動とは違ったボラン

ティアに試行錯誤しながらも、楽しそうに活動されてい 

たのが、とても印象的でした。 

今年の避難所運営訓練は、市内５つの会場で総合防災

訓練として開催されました。 

会場は、交流センター（逗子小学校）のほか、久木

小学校、池子小学校、小坪小学校、沼間小学校で、各

小学校地区の避難所運営委員会や逗子市消防本部、米

海軍日本管区司令部消防隊などの協力により、大規模

地震による被害を想定して行われ、多数の市民が参加

し、様々な訓練を体験していただきました。 

災害への備えで大切なのは、日常と違う災害時の行

動を実際に体験し慣れておくことです。避難所運営訓

練は毎年行っています。いざという時の的確な判断と

行動のために、ぜひ参加してみてください。 
 

印刷・作業コーナー 

Ｑラミネーターの電源がテーブルの下にあるの

は非常に不便（腰を曲げるのが大変です）。ス

イッチ付きテーブルタップを使ってください。 

Ａご不便をおかけしました。ご提案されたように

テーブルタップを設置いたしました。 

パソコンコーナー 

Ｑ保守が全く行われていない。同じ機械を以前に

使用したが、動きが極端に遅くなっている。保

守をやっている業者を訴えても良いレベルで

ある。ウィルスが入っていたらどうするのか、

責任を誰がとるのか、問いたい。 

Ａ今年度 PC2 台を新設しましたので、ご利用く

ださい。なお、ウィルス対策を 

行っていますが、事故の責任は 

交流センターでは負いかねます 

ので、ご了承ください。 

消火器訓練にも、たくさんの参加者 

フェスティバルパークで、煙体験 開始です！ 気を引き締めて… 

踊りは「被災地にとどけ隊」 大人気の屋台ブース 

mailto:vc@zushi-shakyo.com


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講師：木下理仁 

（逗子市市民協働コーディネーター、 

かながわ開発教育センター理事・事務局長） 

日時：11 月 25日（月）13 時～16 時 

場所：市民交流センター 第 2～3 会議室 

対象：市民活動団体、市民活動に関心のある方 

定員：50 名 

申込：11 月 24 日（日）までに電話、ファクス、

E メール又は直接市民協働課へ 

逗子の中心地にあり、駅や商店街に近く、市役所に

隣接した亀岡八幡宮。境内がなだらかな岡、亀の背

中のようであったことから名づけられたそうです。 

 拝殿の前には愛嬌のある顔立ちの“阿吽の亀”が

奉納されています。絵馬も亀甲模様の八角形。亀の

焼き印が押され、まさに亀尽くし。 

お正月には首に法連飾りでおめかしをした狛犬な

らぬ狛亀を見に、お祭りや○○市といったイベント

を楽しみに、散歩や買い物の合間に、街と共存した

オアシス的な心地よい自然を感じることができる

「かめじん」に、立ち寄られたらいかがでしょうか。 

            （葉山 藤江） 

「自然と芸術のまち」「つながる文化」の２つを柱に、 

これまで市民が主体となって行ってきた様々な文化芸術をつなぎ 

“逗子ならでは〟のアートフェスティバルがはじまっています！！   

9 月 27 日（金）～12 月８日（日） 

ワールドカフェとは、リラックスした雰囲気のな

かで、自由に意見交換する打ち合わせの手法です。 

 多種多様のワールドカフェを開催している講師

が、基礎から実践まで成功の 

秘訣を伝授します。 

経験者も未経験者も大歓迎。 

奮ってご参加を！ 

           

                 

 

・コントラクトブリッジで遊ぶ 
★25 日：コントラクトブリッジ大会 

★26 日：ミニブリッジ体験教室・ブリッジサロン 

紙に描いた絵がデジタル化され、映像の中に

現れ、ディスプレイの上で動きだします 
携帯端末をかざすと、花のつぼみがだんだんと開

いて咲いていく様子を観察することができます 

９月 27 日（金）～10 月 6 日（日）に開催された 

 

 

 

さまざまなアーティストが表現する、実験的音空

間プロジェクト♪ 多くの来場者で大賑わい♪ 
今年で 4 回目。逗子小校舎をキャンバスに上映さ

れた、世界コンペの作品に歓声が上がりました！ 

 

2 日間で、延べ 2000 名を超える来場者でした！ 

NPO 法が大きく改正されて一年余り。皆さんの法人で
は、きちんと対応ができていますか？専門家によるわ

かりやすい講座を開催します。この機会に新 NPO 法の

要点を理解し、NPO 法人の事務に必要な事項を再認識す

ることで、活動の基礎をしっかり作りましょう。 

●第 1回<新 NPO法の要点―認定・指定と定款・組織運営> 

日時：2013 年 11 月 24 日（日）１０時～１２時  

講師：関口宏聡氏（NPO 法人シーズ・市民活動を支 

える制度をつくる会常務理事・行政書士） 

 

 ●第２回<新 NPO法の要点―会計基準と決算期の経理事務> 

日時：2014 年２月 16 日（日）１０時～１２時  

講師：早坂毅氏（税理士・行政書士） 

 

 会 場：横須賀市立市民活動サポートセンター  

定 員：各回 先着 25名 

※開催 10日前までにお申し込みください。 

受講料：１講座１人 1,500 円 

申込：横須賀市立市民活動サポート

センター  

TEL ０４６－８２８－３１３０ 

FAX ０４６－８２８－３１３２ 

 

10／25 
26 

・リフォームして着る喜びを楽しみませんか？ 
  着物で羽織で再利用、古い洋服に少し手を掛け、 

もう一度着る楽しみを指導します。 

 ★講習会：“スリーウェイショール゛を作りましょう！ 

・アマチュア無線公開運用 
 ★免許取得から開局までの相談会と公開運用 

・鉄道模型展示・運転会 

 

・美術展（作品公募） 
 

10／27・ 
28・29 

 
11／３ 

11／９ 
10 

11 ／ 13
～17 

 

・市民囲碁大会（参加者公募） 

 ★段・級位で４クラスに分け、それぞれ４回戦対局 
  ハンディをつけて対局するので、奮ってご参加ください。 

 

＠フェスティバルパーク 

＠交流センター 

＠交流センター 


